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② 議会の組織 ③ 議会の権能（ア 委員会の議案提出権 イ専門的知見の活用 ウ 議会
の議決事件の拡大） ④ 議会の運営 ア 住民と議会との意思疎通の充実 イ 議会事務局
の機能の充実） ⑤ 議員の位置付けと定数 ⑥ 長と議会の関係（ア 専決処分のあり方
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り得ているこの制度資金は，国会議員に支給されている「立法事務費」的なも
のと説明されるが，果たしてそうであるか，というのが元々の素朴な疑問であ
り，その疑問を本稿の出発点としたのである。例によって，藪睨み以外の何物
でもないが，いまもなお，我々の耳目には自治体議会において発生した多様な
事件や様々な評価が後を絶たないぐらいに喧しいところである。しかも，自治
体議会の議員自身においても，国会議員並みの尊敬とともに，権力と富の集中
を渇望しているように見える。特に，本稿において考察の対象とした政務活動
費なるものが住民の血税を原資としている公金であることに思いを致せば，そ
の制度的枠組みは極めて透明かつ厳密でなければならないところ，現状は必ず
しもそれを満たすものとはなっていないと言わざるを得ない点が少なくない。
今後の運用を注視していく必要があると思われるが，今一度，憲法第94条
の立法趣旨を想起しながら，主権者たる住民の納得の得られる制度の再構築と
運用が期待されるところとなっているようである。
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